
 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

  

 

 

  

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

   

 

 

 

 

 

                   

第３９号  令和３年３月 
【発行元】 

北区ボランティア・市民活動センター 

〒950-3323 

新潟市北区東栄町 1-1-14 

北区役所１階 

TEL025-386-2810 

FAX025-388-2914 

北区社会福祉協議会事務所移転のお知らせ 
 

（新事務所）〒950-3323 新潟市北区東栄町１丁目１番１４号（北区役所 新庁舎１階） 

（連 絡 先）変更ありません。 

 

 

 

 

 

           

当会では、２月６日（土）北区さわやかセンターにおいて、災害ボランティアセンター研修会を開

催しました。参加者は４１名、参加団体は約２０団体と登録ボランティアでした。講師は（特非）に

いがた災害ボランティアネットワーク理事長李仁鉄（りじんてつ）様でした。前半は講義「災害ボラ

ンティアセンターの役割と機能、コロナ禍における災害ボランティアセンターについて」。前段、講師

からは阪神淡路大震災が起こった際、被災地をなんとか助けたいという思いを持つボランティアが全

国から２３８万人かけつけたが、ボランティア受入れのノウハウが全くなかったため、被災者支援を

したいボランティアと支援を必要とする被災者をうまく結びつけられなかった。その反省から、災害

が起こるたびに失敗を積み重ね、現在の災害ボランティアセンターがあること。また、コロナ禍にお

ける被災地では、ボランティア支援の受入れに二の足を踏むことがあり、もし、受け入れたボランテ

ィアが感染していたとわかると、地域の方からボランティア受入れしたことを責められることにもな

る。災害ボランティアセンター開設の際は、徹底した感染症対策を講じた上で、安心して依頼できる

ボランティアが参加していることを情報公開した上で取り組むことが大切等お話がありました。 

災害ボランティアセンター研修会の開催報告 

 
 

 

   

 後半は、「オープンセッション」で各団体から事前にシート「私は（私の所属する団体は）、こんなこ

とができそう」・「こういう面に弱い」をご提出いただき進めました。各団体が自覚する強み・弱みがあ

るが、他の団体から見るとこんな力がありそう、うちとつながることができるなど、「平時の顔の見え

るつながり」を作るきっかけの場としました。参加者からは「他の団体の強み・弱みがわかってよかっ

た。」・「地域に様々な強み・得意分野を持った組織があることがわかった。」・「平時からのつながりと

いう視点が持てた。」などの感想をいただきました。時間の都合で、掘り下げての情報交換はできませ

んでしたが、今後につながるきっかけとなりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

       

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                

 

 

ボランティアきっかけづくり講座 
「聴覚障がい者の理解のために」開催報告 

 

 
１月１８日（月）13 時３０分から標記講座を開催しました。 

講師の一人は、新潟県中途失聴・難聴者協会新潟支部の渡部様です。お話では、聴覚障がい者の一番の悩み 

は、話ことばによる意思疎通ができず、日常生活において人知れず苦労をしていることや、ご自身がある日 

突然聞こえなくなった後、職場や地域や家庭等様々な場面で苦労した気持ちを吐露され、参加者で涙ぐむ 

方もおられました。また、後半は講師の新潟要約筆記サークルの白井様より「伝わる書き方」というテーマ 

で、「耳が遠い高齢者とのコミュニケーションの方法」・「伝わる書き方のポイント」をご指導いただき、参 

加者の演習を行いました。講師からは、よりよく書いて伝えるポイントで、①短くできる単語をストックす 

る②「～いただく」は使わない③結論から書くなどについてお話がありました。 

参加者の感想では「渡部先生の体験談をお聞きして、川のせせらぎの音、電車の音、当たり前に聞こえるこ

とに、とても感謝しなければならないとともに、障がいのバリアをなくすことも意識していきたい。」「コミ

ュニケーションについて色々工夫されていました。参考になりました。」「コロナ禍のこともあり、ストレス

がたまり家族に辛くあたっていたことを反省し、寄り添っていきたいと思います。」などのご意見をいただ

きました。最後に、講師の情報保障として、要約筆記を担当された皆様ありがとうございました。 

 
 

 

                                

 

 

 
 

 

                                

 

 

ボランティアカフェに参加して 

みませんか？ 

元気力アップサポーターとして活動 

してみませんか？ 

話を楽しみながら簡単な作業をしてみません

か？という呼びかけで「誰でも参加できるボ

ランティア活動の場」として開設しています。

現在は、新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、密にならないよう、定員を設けていま

す。 

開催日時：原則毎月第 4 木曜日 

10：00～11：30 

会  場：豊栄さわやか老人福祉センター 

事前申込：必要 当日、マスク着用、検温あり 

定  員：13 名 

活動内容：使用済み切手切り、広報紙作業 等 

問合せ・申し込み先 

北区ボランティア・市民活動センター  （3月は） 

TEL：025-386-2810  

FAX：025-388-2914 

 

3月25日(木) 

新潟市内の 65 歳以上の方が、介護施設・保育園・

障がい者施設・公民館・図書館等でのボランティア

活動を通じて、高齢者自身の介護予防と、いきいき

とした地域社会づくりを目的とした事業です。活

動を行った場合にポイントを付与し、獲得したポ

イントに応じ、翌年度に最大５，０００円の交付金

を受け取ることができます。ご興味のある方は「登

録説明会」に参加してみませんか？ 

登録説明会 

内容：サポーター事業の説明や活動内容を説明 

日時：令和３年３月１１日（木）13：30～15：00 

   （会場）豊栄地区公民館 

対象者：市内在住 65 歳以上の方 

参加費：無 料 

申込・問合せ先： 

東区ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動ｾﾝﾀｰ（北区・東区担当） 

TEL：025-272-7731 FAX：025-272-1756 

 

4月8日（木）
は 13：30～
北地区コミセ
ンです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

  

 

  

  

          

 

児童養護施設「新潟県若草寮」の子ども

たちに学習支援をしてみませんか。 

子どもの学年に関係なく、社会に出てか

ら必ず必要とされる四則計算、読み書きな

どをパズル形式で思考力を試すものや記

憶力を試すものなどと合わせて、子ども達

の学びの意欲をもっと活発にする学習支援

をしてみたい方を募集しています。 

社会人、学生、指導経験のあるシニア世

代の方、詳しくは担当までお問合せくださ

い。 

【問合せ先】新潟県若草寮 

 新潟市北区石動１－１－１ 

 ☎０２５－３８７－２７２８ （担当：土屋） 

学習ボランティア募集 

 

 

 

                                

 

 

共同募金助成事業      傾 聴 講 座 

心の支えとなるものを考える ・・・お話の聴き方を学びます・・・ 
 

 （開催日時） 

＜第 1 回＞ 

 日時：２０２１年３月６日（土）１３：００～１４：３０ 

 内容：「お話の聴き方」～ことばをこころで受け止めてもらうこと～ 

 講師：傾聴相談員 傾聴サロン「にこっと」 

＜第 2 回＞ 

 日時：２０２１年３月６日（土）１４：３０～１６：００ 

 内容：「死を考えるひとの心の情景を学ぶ」～自分の身の回りの「心の支え」を振り返る～ 

 講師：新潟医療福祉大学 社会福祉学科 原口彩子 様 

＜第 3 回＞ 

 日時：２０２１年３月１３日（土）１３：００～１６：００ 

 内容：「心の支えとなることとは」～「心の支え」となる聴き方～ 

 講師：新潟医療福祉大学 社会福祉学科 原口彩子 様 

（会 場）北区葛塚コミュニティセンター １階 研修室 

（定 員）１５人 ※３回とおしてご参加ください 

（対 象）内容に興味のある方 

（参加費）１，０００円 ※資料代 

（申し込み・お問合せ先） 

 傾聴サロン「にこっと」（本間） 

 ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０２５（３８７）５６４７       mail：xomma@nifty.com 

＜主催＞傾聴サロン「にこっと」 

＜共催＞北区社会福祉協議会・北区健康福祉課 

＜原口彩子様の紹介＞ 
新潟医療福祉大学 社会
福祉学科 講師。臨床心理
士のマインドを持った精
神保健福祉士として、精神
病院・学校・精神障がい者
支援施設・高齢者施設で働
いてきた。他 

 

  

「毎日寒いですが、お元気ですか？」 

  毎日 寒い 

ですが 

手のひらをひっく
りかえす 握った拳を上下させる 

顔
を
傾
け 

聞
く
表
情
を 

元気 

寒い表情と
動作 

両手で「指でっぽう」を
つくり図のように回す 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

        

 

 

  

 

   

  

   

  

                                                                                       

 

 
 
 
     
 

 

                

    

 

 

■住所・連絡先 
 〒９５０－３３２３ 
 新潟市北区東栄町１－１－１４ 
 北区役所内（３月１日～） 
 【TEL】０２５－３８６－２８１０ 
 【FAX】０２５－３８８－２９１４ 
 【Mail】v-kitaku@syakyo-niigatacity.or.jp 
 
 
 
 
 
 

 

 
北区役所  

新庁舎１階 

ボランティアに関する情報をお寄せください！「キラッ★キタッ」にて掲載させていただきます！お待ちしています！！   

 

  

 

■開所時間 

 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

 
 

■ホームページ URL 

http://www.niigatakita-syakyo.jp/ 

北区社会福祉協議会 

北区ボランティア・市民活動センター 
 

ボランティア・市民活動についてのご相談、お問合せ、ご意見、ご要望は… 

 

 
令和３年度ボランティア活動保険等の受付を開始します。 

加入プラン 基 本 天災・地震補償 

  保険料   ３５０円   ５００円 

 

ボランティア活動保険 

 ボランティア行事用保険 

・活動日の前日迄にお手続きください。 

・現金が必要です。 

・ボランティア活動中のさまざまな事故による「ケガ」や「損害賠償責任」を補償します。 

・社会福祉協議会に登録されているボランティア個人・ボランティアグループ、団体が対象です。 

地域福祉活動におけるボランティア

活動の様々な行事における 

◎主催者のケガ 

◎主催者の賠償責任（主催者責任）を 

 補償します。 

事業開催前の可能な限り１週間前ま

でにお手続きをお願いします。 

（保険料は郵便局での振込） 

【問合せ・申し込み先】 

北区ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動ｾﾝﾀｰ 

ＴＥＬ：025-386-2810 

ＦＡＸ：025-388-2914 

Ａプラン ※名簿の備え付けが必要 

Ａ１行事 Ａ２行事 Ａ３行事 

１日２８円 

最低保険料 

５６０円 

１日１２６円 

最低保険料 

２，５２０円 

１日２４８円 

最低保険料 

４，９６０円 

Ｂプラン ※名簿提出の必要あり 

１泊２日 

（２日間） 

保険料 

1 人=241 円 

２泊３日 

（３日間） 

保険料 

1 人=295 円 

３泊４日・４泊５日のコースもあります。 

        Ｃプラン ※名簿提出の必要なし 

宿泊を伴わない、かつ参加者が事前に特定できない行事 

Ｃプランは行事区分「Ａ１区分」で、かつ、建物内（施設内）

で開催する行事、または屋外の場合は、フェンス等で開催場

所の境界が明確に区別でき、その中にいる全員が参加者であ

る行事に限ります。（※往復途上の補償は無し） 

 

３月１日より 

 

助成金情報   「令和３年度県民たすけあい基金」のご案内 

福祉分野（障がい者・高齢者・子育て等）を対象とした活動、災害を対象とした活動、地域住民が主体とな

った地域力向上の活動が対象。助成率（対象事業経費の９／１０）で、助成額１０万円以上で５０万円以内。

令和３年４月～令和４年３月末までの間に完了する事業が対象。申込締切日は、令和３年４月２３日（金）

必着。詳細（書類提出先等）は県社会福祉協議会ＨＰでご確認ください。 

保険の詳細については、ホームページ「ふくしの保険 さまざま
なリスクに備えるために」を検索しご確認ください。 
検索してください。 

mailto:v-kitaku@syakyo-niigatacity.or.jp

